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「
令
和
７
年
度
中
土
佐

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
」
は
、
総
額
を
７０
億
６
０

６
２
万
円
と
す
る
も
の
。
前

年
度
と
比
較
し
て
、
６
億
４

８
７
万
円
（
７
・
９
％
）
の

減
額
と
な
る
。
主
な
要
因
は
、

新
美
術
館
の
建
設
工
事
や
久

礼
小
学
校
の
長
寿
命
化
改
修

工
事
な
ど
大
型
の
普
通
建
設

事
業
に
一
定
の
区
切
り
が
つ

い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

質
疑
で
は
、
２
人
の
議
員

が
移
住
・
定
住
関
連
事
業
、

林
業
振
興
事
業
、
観
光
事
業

に
計
上
さ
れ
た
予
算
に
対

し
、
執
行
部
に
説
明
を
求
め

た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。

令
和
７
年
　
中
土
佐
町
議
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
７
年
３
月
定
例
会
が
３
日
に
開
会
し
、
町
長
の
行
政

報
告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１３

日
と
１４

日
は
一
般
質
問
（
８
㌻
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ

れ
、
８
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。

　

１７

日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
２４

件
を
可
決
、
１
件
を
否
決
。
産
業
建
設
民
生
常
任
委
員
会
提
出

の
「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
即
時
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
」
を

可
決
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
の
会
期
は
、
３
月
３
日
か
ら
５
月
３１

日
ま
で

の
９０

日
間
で
す
。

一
般
会
計
予
算

一般会計予算の状況

性質別の予算額

科目別の予算額

歳入

町　税
５億1121万円

地方交付税
35億6000万円国庫支出金

５億2037万円

繰入金
８億7650万円

県支出金
４億9277万円

町債
４億9040万円

その他
６億0937万円

歳出

人件費
13億8158万円

公債費
13億4270万円

扶助費
４億0863万円投資的経費

７億9468万円

物件費
14億2102万円

補助費等
９億1779万円

繰出金
５億8545万円

その他
２億0877万円

当初予算当初予算70.670.6億円億円

各会計の予算の状況

一般会計 70億6062万円

国民健康保険特別会計 10億4302万円

介護保険特別会計 12億1949万円

後期高齢者医療特別会計 1億4932万円

簡易水道事業会計

水道事業収益
　　〃　費用

1億4135万円
1億4404万円

資本的収入
　〃　支出

2億1570万円
2億6000万円

農業集落排水事業
会計

農集事業収益
　　〃　費用

5502万円
5502万円

資本的収入
　〃　支出

658万円
1986万円

前年度より７．９％の減前年度より７．９％の減
大型普通建設事業に一定区切り大型普通建設事業に一定区切り

公
債
費

　
町
の
借
金
（
町
債
）
の
返
済
の
た
め
の
経
費
。

扶
助
費

　
児
童
手
当
な
ど
児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど

を
支
援
す
る
経
費
。

投
資
的
経
費

　
道
路
や
建
物
な
ど
の
建
設
事
業
や
用
地
の
購
入

な
ど
の
た
め
の
経
費
。

物
件
費

　
物
品
の
購
入
、
旅
費
な
ど
消
費
的
経
費
の
総
称
。

補
助
費
等

　
一
般
的
な
補
助
金
も
含
め
、
講
師
謝
金
・
保
険
料

な
ど
、
行
政
上
の
目
的
に
よ
り
支
出
さ
れ
る
経
費
。

繰
出
金

　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
支
出
さ
れ
る
経

費
。
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「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
３
億

２
１
６
５
万
円
を
減
額
し
、

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
７８
億
１
４
８
６
万

円
と
す
る
も
の
。
国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
事
業
な
ど

増
額
す
る
予
算
も
あ
る
が
、

総
額
で
は
減
と
な
る
。
減
額

の
主
な
理
由
は
、
各
事
業
の

実
績
に
よ
る
。

　

質
疑
で
は
、
２
人
の
議
員

が
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
実
施

の
方
法
や
減
額
し
た
事
業
予

算
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
、

執
行
部
に
説
明
を
求
め
た
。

　

討
論
は
な
く
、採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

設
計
を
変
更
し

可
決

　

「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町

立
美
術
館
移
転
建
設
工
事
請

負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
は
、
３
月
定
例
会
で
否
決

さ
れ
、
設
計
を
変
更
し
、
提
出

さ
れ
た
。
変
更
後
の
増
額
は
、

２
６
９
３
万
９
千
円
を
９
８

９
万
１
千
円
と
し
、
変
更
後

の
契
約
額
を
４
億
２
２
２
５

万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の

即
時
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）
」
は
、
産
業
建
設
民
生

常
任
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
。
質
疑
、
討
論
は
な
く
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。

３
月
定
例
会

第
１
回
臨
時
会
議

議
案
審
議

　

３
月
２８

日
、
令
和
７
年
３

月
定
例
会
第
１
回
臨
時
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
提

出
議
案
１
件
を
可
決
し
、
散

会
し
ま
し
た
。

町立美術館移転工事の変更契約町立美術館移転工事の変更契約

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
撤
廃
意
見
書
提
出

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
撤
廃
意
見
書
提
出

　現在、日本全国においてガソリン価格の高

騰が続いており、運輸業・鉄鋼業・農林漁業な

ど特に燃料を必要とする産業においても、コ

スト上昇が続き、事業の存続すら危ぶまれる

状況となっている。

　とりわけ、公共交通機関が十分に整備され

ていないわが県にあっては、自家用車が日常

生活の必需品であり、ガソリン価格の高騰は

家計に大きな負担をもたらしている。

　本来は一時的な増税措置であった暫定税率

が実施的に半世紀以上維持されており、「暫

定」という名目が形骸化されている。

　さらに、ガソリン税はすでに課税された金

額に消費税がかかるため、消費者が過剰に税

負担を強いられている状況になっている。

　よって、国においては、ガソリン暫定税率

の即時撤廃に向け、下記事項を誠実に実現さ

れるよう強く要望する。

記

１．国民の生活や経済活動を守るため現在の

ガソリン暫定税率を直ちに廃止し、税負

担を軽減すること。

（提出先）

国会（衆議院議長・参議院議長）、内閣官房（総

理大臣・官房長官）、内閣府（特命担当大臣）、

総務省、経済産業省、財務省

ガソリン暫定税率の

即時撤廃を求める意見書

　

「
令
和
６
年
度
中
土
佐
町
立
美
術
館
移
転
建

設
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
は
、

高
台
に
あ
る
黒
潮
本
陣
敷
地
内
に
建
設
し
て
い

る
新
美
術
館
の
外
構
工
事
と
併
せ
て
、
黒
潮
工

房
前
の
広
場
を
駐
車
場
や
展
望
場
所
と
し
て
整

備
す
る
も
の
で
、
２
６
９
３
万
９
千
円
を
追
加

し
、
変
更
後
の
請
負
契
約
額
を
４
億
３
９
３
０

万
７
千
円
と
す
る
。

　

質
疑
で
は
、
１
人
の
議
員
が
展
望
場
所
工
事

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部
に
説
明
を
求

め
た
。

　

討
論
で
は
、
１
人
の
議
員
が
、
反
対
討
論
を

行
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

町
立
美
術
館
移
転
建
設

工
事
請
負
変
更
契
約　

　

工
事
の
目
的
は
、黒
潮
本
陣
と
の
調
和
や
一

体
感
の
醸
成
だ
。
黒
潮
工
房
前
の
広
場
に
レ

ン
ガ
を
活
用
し
た
写
真
映
え
の
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
整
備
し
、相
乗
効
果
を
生
み
出
し
た

い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
今
で
も
あ
の
場
所

は
、
十
分
に
映
え
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
工
事
を
し
な

け
れ
ば
、
今
の
建
設
に
支
障
を
き
た
す
の
か
。

「
町
民
の
財
産
を
守
る
」
と
の
観
点
か
ら
、必
要

最
低
限
の
整
備
で
良
い
。資
材
の
高
騰
な
ど
に

よ
る
増
額
以
外
の
理
由
で
は
、予
算
の
範
囲
内

で
あ
っ
て
も
私
は
容
認
で
き
な
い
。本
当
に
必

要
な
工
事
な
の
か
、再
協
議
を
す
る
べ
き
と
考

え
反
対
す
る
。

反
対
討
論

工
事
の
必
要
性
を
再
協
議
す
べ
き
だ

中
野
大
地
議
員



令
和
７
年
２
月
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

ご
報
告
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
18
歳
以
上
の
方
か
ら
無
作

為
抽
出
で
１
０
０
０
人
の
方

に
お
願
い
し
、
４
０
８
人
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
由
記
載
に
も
71
人
の
方
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
・
励
ま

し
・
ご
叱
責
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
は
、
自
由
記
載
を

含
め
て
全
議
員
が
熟
読
し
、

全
員
協
議
会
で
論
議
す
る
予

定
で
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　
回
答
率
が
４
割
を
超
え
た

こ
と
と
地
区
別
で
も
ほ
ぼ
人

口
に
比
例
し
た
数
字
で
し
た

の
で
、
お
お
む
ね
町
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
意
見
が
集
約
さ

れ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中

で
、
70
代
以
上
の
方
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
と

し
て
若
い
層
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
問
２
の
議
会
へ
の
関
心
を

問
う
質
問
で
は
、
「
あ
ま
り

な
い
・
ま
っ
た
く
な
い
」
が

一
定
数
あ
っ
た
こ
と
は
議
会

と
し
て
深
刻
に
受
け
と
め
て

い
ま
す
。
議
員
の
日
々
の
活

動
の
あ
り
方
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
問
８
の
議
員
定

数
と
問
９
の
議
員
報
酬
を
問

う
質
問
で
は
い
ず
れ
も
適
正

が
過
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
参

考
に
、
今
後
の
議
会
の
在
り

方
な
ど
を
議
論
し
、
改
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
議
会
へ
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

議
長
　
中
城
重
則

◆学校現場に目を向けてください。働かせ過ぎです。

心と体に余裕がないと子どもに向き合えないです。

◆議員は特別ではありません。私たちの１票で成り

立っていることを忘れずに問題を共有しましょう。

行政に対しても議案を審議するだけではなく、問題

提起もしてほしい。

◆各議員は町長（上司の）yesManになっていません

か？

◆ネットで議会の録画をみていますが、議員の発言の

質の低さに驚くことがあります。議員は私たちの代

表として恥ずかしくない態度と責任ある発言をして

ほしいと思います。

◆会を開かなくても答えは決まっている、しっかり議

論しなくてはいけない、仲良しこよしの会では意味

がない、また、議員報酬以外で町の金を利用したら

しっかり透明性のあるものにしなければならない。

◆各常会を数人で回り直接住民から意見を聞く。議員

は３期まで。

◆出身地区のみでなく中土佐町全体で考えるべき。４

年に１度しか顔を見ない議員が多い。

◆広報を読んでいる中で議員さんの質問が片寄りして

いる方がいるように感じています。中土佐町の各施

設などの職員さんも頑張って努力されているのです

が、それを否定的に話される傾向があります。現場

も努力していることも前提にしたような言葉で話し

てほしいです。

◆無投票はダメだと思う。議員になってからなにもし

ない奴が多い。

◆議員さんも車ばかりではなく地域を少し歩いてみ

て。道路のガタガタ、草はボウボウ、いろいろなこ

とが分かります。年金生活者には介護保険、後期高

齢保険が重く結局、光熱費・食費を我慢しなくては

生活できません。

◆日頃、議員を見かけることはほとんどありません。

仕事、家庭生活の難しい仕事は他にもあります。

◆地元の行事イベントなど参加してほしい。人口が増

えるような対策をしてほしい。議員の方も参加して

町民との交流を。

◆議会の仕事もお金にかかわらず、心労が伴うと察し

ます。中土佐町民の暮らしが安全で安心して暮らせ

るように私たちの一助となってがんばってほしいで

す。

◆町民の声でなく議員の考えで動いているように思

う。

◆町内巡回の回数を「年〇回以上」など、議会内で協

議し義務化してはどうか。町民のための議論を展開

してもらいたい。頑張ってください。

◆町議としてもっと市井の中に入ってきてもらいたい

し顔も知りたいです。大野見の住人の中には久礼や

上ノ加江の議員の顔と名前が分からない人もいます

し逆もまたしかり、どうか積極的な行動をお願いし

ます。

※各質問に対する回答を単純に集計していますので100％にならない部分があります。

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
受
け
止
め

議
会
改
革
を
進
め
る

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
受
け
止
め

議
会
改
革
を
進
め
る

質問２
議会の審議や議員の活動に関心がありますか。

(１つのみ)

質問１
あなたについて教えてください。

議会活動

性別

⑴男性

⑵女性

⑶その他

　無記入

158人158人

235人235人

1人1人

14人14人

地区別

⑴久礼

⑵上ノ加江

⑶大野見

⑷矢井賀

　無記入

227人227人

81人81人

83人83人

10人10人

７人７人

⑴大いにある

⑵少しはある

⑶あまりない

⑷まったくない

無記入

68人68人

190人190人

119人119人

29人29人

２人２人

質問４
議会活動について望むことは。(１つのみ）

⑴議会活動の活発化

⑵町民との対話

⑶地域の行事への参加

⑷議員の質の向上

無記入

48人48人

30人30人

126人126人

22人22人

質問３
町民の声が議会に反映されていると思いますか。

(１つのみ)

⑴大いにされている

⑵ある程度されている

⑶少しされている

⑷全然されていない

無記入

７人７人

148人148人

157人157人

68人68人

28人28人

質問５
議会の審議内容や議会活動は何で知りますか。

（あてはまるものすべて）

⑴議会だより

⑵町のホームページの議会中継など

⑶家族・知人など身近な人

⑷議員

⑸その他

無記入

35人35人

345人345人

67人67人

12人12人

22人22人

14人14人

年代

⑴10代

⑵20代

⑶30代

⑷40代

⑸50代

⑹60代

⑺70代以上

無記入

４人４人

18人18人

９人９人

36人36人

56人56人

84人84人

192人192人

９人９人職業

⑴会社員

⑵自営業

⑶農林水産業

⑷公務員

⑸団体職員

⑹専業しゅふ

⑺無職

⑻アルバイト

⑼学生

⑽その他

無記入

74人74人

15人15人

28人28人

36人36人

７人７人

63人63人

102人102人

31人31人

6人6人

36人36人

12人12人

193人193人

中土佐町議会アンケート中土佐町議会アンケート
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令
和
７
年
２
月
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

ご
報
告
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
18
歳
以
上
の
方
か
ら
無
作

為
抽
出
で
１
０
０
０
人
の
方

に
お
願
い
し
、
４
０
８
人
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
由
記
載
に
も
71
人
の
方
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
・
励
ま

し
・
ご
叱
責
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
は
、
自
由
記
載
を

含
め
て
全
議
員
が
熟
読
し
、

全
員
協
議
会
で
論
議
す
る
予

定
で
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　
回
答
率
が
４
割
を
超
え
た

こ
と
と
地
区
別
で
も
ほ
ぼ
人

口
に
比
例
し
た
数
字
で
し
た

の
で
、
お
お
む
ね
町
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
意
見
が
集
約
さ

れ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中

で
、
70
代
以
上
の
方
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
と

し
て
若
い
層
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
問
２
の
議
会
へ
の
関
心
を

問
う
質
問
で
は
、
「
あ
ま
り

な
い
・
ま
っ
た
く
な
い
」
が

一
定
数
あ
っ
た
こ
と
は
議
会

と
し
て
深
刻
に
受
け
と
め
て

い
ま
す
。
議
員
の
日
々
の
活

動
の
あ
り
方
の
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
問
８
の
議
員
定

数
と
問
９
の
議
員
報
酬
を
問

う
質
問
で
は
い
ず
れ
も
適
正

が
過
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
参

考
に
、
今
後
の
議
会
の
在
り

方
な
ど
を
議
論
し
、
改
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
議
会
へ
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

議
長
　
中
城
重
則

◆学校現場に目を向けてください。働かせ過ぎです。

心と体に余裕がないと子どもに向き合えないです。

◆議員は特別ではありません。私たちの１票で成り

立っていることを忘れずに問題を共有しましょう。

行政に対しても議案を審議するだけではなく、問題

提起もしてほしい。

◆各議員は町長（上司の）yesManになっていません

か？

◆ネットで議会の録画をみていますが、議員の発言の

質の低さに驚くことがあります。議員は私たちの代

表として恥ずかしくない態度と責任ある発言をして

ほしいと思います。

◆会を開かなくても答えは決まっている、しっかり議

論しなくてはいけない、仲良しこよしの会では意味

がない、また、議員報酬以外で町の金を利用したら

しっかり透明性のあるものにしなければならない。

◆各常会を数人で回り直接住民から意見を聞く。議員

は３期まで。

◆出身地区のみでなく中土佐町全体で考えるべき。４

年に１度しか顔を見ない議員が多い。

◆広報を読んでいる中で議員さんの質問が片寄りして

いる方がいるように感じています。中土佐町の各施

設などの職員さんも頑張って努力されているのです

が、それを否定的に話される傾向があります。現場

も努力していることも前提にしたような言葉で話し

てほしいです。

◆無投票はダメだと思う。議員になってからなにもし

ない奴が多い。

◆議員さんも車ばかりではなく地域を少し歩いてみ

て。道路のガタガタ、草はボウボウ、いろいろなこ

とが分かります。年金生活者には介護保険、後期高

齢保険が重く結局、光熱費・食費を我慢しなくては

生活できません。

◆日頃、議員を見かけることはほとんどありません。

仕事、家庭生活の難しい仕事は他にもあります。

◆地元の行事イベントなど参加してほしい。人口が増

えるような対策をしてほしい。議員の方も参加して

町民との交流を。

◆議会の仕事もお金にかかわらず、心労が伴うと察し

ます。中土佐町民の暮らしが安全で安心して暮らせ

るように私たちの一助となってがんばってほしいで

す。

◆町民の声でなく議員の考えで動いているように思

う。

◆町内巡回の回数を「年〇回以上」など、議会内で協

議し義務化してはどうか。町民のための議論を展開

してもらいたい。頑張ってください。

◆町議としてもっと市井の中に入ってきてもらいたい

し顔も知りたいです。大野見の住人の中には久礼や

上ノ加江の議員の顔と名前が分からない人もいます

し逆もまたしかり、どうか積極的な行動をお願いし

ます。

※各質問に対する回答を単純に集計していますので100％にならない部分があります。

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
受
け
止
め

議
会
改
革
を
進
め
る

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
受
け
止
め

議
会
改
革
を
進
め
る

質問２
議会の審議や議員の活動に関心がありますか。

(１つのみ)

質問１
あなたについて教えてください。

議会活動

性別

⑴男性

⑵女性

⑶その他

　無記入

158人158人

235人235人

1人1人

14人14人

地区別

⑴久礼

⑵上ノ加江

⑶大野見

⑷矢井賀

　無記入

227人227人

81人81人

83人83人

10人10人

７人７人

⑴大いにある

⑵少しはある

⑶あまりない

⑷まったくない

無記入

68人68人

190人190人

119人119人

29人29人

２人２人

質問４
議会活動について望むことは。(１つのみ）

⑴議会活動の活発化

⑵町民との対話

⑶地域の行事への参加

⑷議員の質の向上

無記入

48人48人

30人30人

126人126人

22人22人

質問３
町民の声が議会に反映されていると思いますか。

(１つのみ)

⑴大いにされている

⑵ある程度されている

⑶少しされている

⑷全然されていない

無記入

７人７人

148人148人

157人157人

68人68人

28人28人

質問５
議会の審議内容や議会活動は何で知りますか。

（あてはまるものすべて）

⑴議会だより

⑵町のホームページの議会中継など

⑶家族・知人など身近な人

⑷議員

⑸その他

無記入

35人35人

345人345人

67人67人

12人12人

22人22人

14人14人

年代

⑴10代

⑵20代

⑶30代

⑷40代

⑸50代

⑹60代

⑺70代以上

無記入

４人４人

18人18人

９人９人

36人36人

56人56人

84人84人

192人192人

９人９人職業

⑴会社員

⑵自営業

⑶農林水産業

⑷公務員

⑸団体職員

⑹専業しゅふ

⑺無職

⑻アルバイト

⑼学生

⑽その他

無記入

74人74人

15人15人

28人28人

36人36人

７人７人

63人63人

102人102人

31人31人

6人6人

36人36人

12人12人

193人193人

中土佐町議会アンケート中土佐町議会アンケート
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◆中土佐町はあっという間に人口減少し、空き家対策

（古い）で更地ばかりになり寂しい町となっていま

す。高齢者となった私たちでさえ離れたいと思う町

となっています。黒潮本陣から見る中土佐町の町は

日本で一番いい町だと思うからこそもったいなく思

います。

◆年金でも支払える程度の「シェアハウス」で将来暮ら

したい。高齢者の「シェアハウス」作ってください。

◆大災害に備えて、役場や消防等一部の建物のみ高台

移転しても中土佐住民が生き残れないのが現状です

ので、住民の希望者は高台移転できるよう売地の提

供等さまざまな災害対策を講じてほしい。３日生き

残れる備えが本当にあるのか。お金をかけるべきと

ころにかけて備えてほしい。行政がリーダーシップ

をとるべき。

◆議員数12人を10人に減して、減した分を月額（報

酬）を増やしたらいいと思います。

◆町民の代表としてやってくれるのだから、もう少し

報酬を多く出したら良いかと思います。

◆サラリーマン議員になってほしくない。

◆中土佐町の人口が減っているので町会議員が多過ぎ

る。少なくするべきだと思う。みんな言っている。

議員報酬が多すぎる。

◆議員の定年制を取り入れてはどうか。ある程度の経

験は大切だと思うが70代、80代の方がいつまでも議

員でいるのはどうかと思う。

◆今のままで良いと思います。

◆報酬が安すぎて議員のなり手不足になる。せめて津

野町なみの225,000円にするべきだ。人口5,266人の

声を集めるには12人では少なすぎる。元気な中土佐

町にするためには12人は必要だと思う。

◆女性議員は必要と思う。

◆議員になると町民みんなに良い顔しなくちゃいけな

いようでしんどそうだなと思う。仕事の両立も大変

だろうと。報酬を適正としたが、本職との両立を考

えると少ないのかなと。議員になりたい、という声

を聞いたことがない。次世代で議員になりたいと思

えるように日々の活動や良いことだけでなくしんど

いことも教えてもらえたら、もっと身近に感じられ

そうです。

◆役場の元職員は議員を辞めてほしい。各職種の代表

が議員になってほしい（漁業、農業、商業など）。

◆若い人（40～50歳）の意見が欲しい。視察としての

旅行はやめてほしい。

◆議員の確保にはある程度の報酬は必要だと思いま

す。定数も適正だと思います。

◆もう少し町民の声を聞いてほしい。表面では活性化

のある町に見えるが町民や高齢者の生活は深刻。

◆無記名で、定期的に郵送で町民の要望や不満を聞い

てほしいです。

◆執行部のイエスマンばかりでは議会の意味がありま

せん。なぜ若者が都会へと流れていくのか仕事がな

いからです。農林水産業の厳しさは限界を越えてい

ます。議論をし、出かけて行って住民の声を聞く議

員になっていくことを願います。

◆20人以上集まればといわず年に一度くらいは議員全

員による地域懇談会を開いてほしいと思います。地

域の実態視察もしてもらえればと思います。

◆高齢化につけて南海トラフ地震を案じて生きるな

か、議員さんに一緒に考えてほしい。やっぱり交わ

りがほしいです。

◆このようなアンケートは必要ないのではないでしょ

うか…。

◆議員の報酬を発表されていて、クリアで良いと思い

ます。もっと若い世代からも議会に興味をもっても

らうべく、アピールしていく媒体など工夫すれば町

全体の活性化につながると思います。

◆何のためのアンケートなのか？具体的でない。この

アンケートに費やす費用の使い方が問題なのでは？

◆今後も人口が減り続ける状況にあると思われる。年

一度くらいは議会全体もしくは地区選出の議員数人

でも住民との対話する場を作ってゆくべき。議会だ

よりは住民の声を記載するコーナーもたまに作って

いくべき。

質問10
中土佐町も含めて議員のなり手不足問題が深刻化しています。その理由はなんだと思いますか。

(複数回答) 

町政への要望

⑴議会に関心がない

⑵議員の仕事に魅力がない

⑶仕事や家庭生活との両立が難しい

⑷報酬が少ない

⑸その他

無記入

187人187人

166人166人

171人171人

40人40人

21人21人

23人23人

質問６
議会だよりを読んでいますか（１つのみ）

議会だより

⑴毎号読んでいる

⑵関心のあるところ

⑶あまり読んでいない

⑷まったく読んでいない

無記入

147人147人

166人166人

63人63人

29人29人

３人３人

質問７
議会だよりに望むことは（複数回答）

⑴町民の声を取り上げる

⑵常任委員会の活動を詳しく

⑶議案審議の中身を詳しく

⑷議員の質問を詳しく

無記入

288人288人

76人76人

114人114人

66人66人

20人20人

質問８
中土佐町の議員定数は12人ですが、

適正だと思いますか。（１つのみ）

議員定数・報酬・なり手不足

⑴多い

⑵適正

⑶少ない

無記入

184人184人

205人205人

８人８人

12人12人

⑴多い

⑵適正

⑶少ない

無記入

102人102人

239人239人

51人51人

16人16人

質問９
中土佐町の議員報酬は月額18万２千円ですが、

適正だと思いますか。（１つのみ）

　自由記載欄に71人からご意見をいただきました。紙面の関係で全部を紹介できませんことをお

詫びします。なお、掲載したものは、文意を変えないよう一部書き変えたものや長い文章を短く

したものがあります。ご理解をお願いします。

　また、議会関係以外のご意見・ご要望につきましては、町当局に伝えておきますことを申し添

えます。
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◆中土佐町はあっという間に人口減少し、空き家対策

（古い）で更地ばかりになり寂しい町となっていま

す。高齢者となった私たちでさえ離れたいと思う町

となっています。黒潮本陣から見る中土佐町の町は

日本で一番いい町だと思うからこそもったいなく思

います。

◆年金でも支払える程度の「シェアハウス」で将来暮ら

したい。高齢者の「シェアハウス」作ってください。

◆大災害に備えて、役場や消防等一部の建物のみ高台

移転しても中土佐住民が生き残れないのが現状です

ので、住民の希望者は高台移転できるよう売地の提

供等さまざまな災害対策を講じてほしい。３日生き

残れる備えが本当にあるのか。お金をかけるべきと

ころにかけて備えてほしい。行政がリーダーシップ

をとるべき。

◆議員数12人を10人に減して、減した分を月額（報

酬）を増やしたらいいと思います。

◆町民の代表としてやってくれるのだから、もう少し

報酬を多く出したら良いかと思います。

◆サラリーマン議員になってほしくない。

◆中土佐町の人口が減っているので町会議員が多過ぎ

る。少なくするべきだと思う。みんな言っている。

議員報酬が多すぎる。

◆議員の定年制を取り入れてはどうか。ある程度の経

験は大切だと思うが70代、80代の方がいつまでも議

員でいるのはどうかと思う。

◆今のままで良いと思います。

◆報酬が安すぎて議員のなり手不足になる。せめて津

野町なみの225,000円にするべきだ。人口5,266人の

声を集めるには12人では少なすぎる。元気な中土佐

町にするためには12人は必要だと思う。

◆女性議員は必要と思う。

◆議員になると町民みんなに良い顔しなくちゃいけな

いようでしんどそうだなと思う。仕事の両立も大変

だろうと。報酬を適正としたが、本職との両立を考

えると少ないのかなと。議員になりたい、という声

を聞いたことがない。次世代で議員になりたいと思

えるように日々の活動や良いことだけでなくしんど

いことも教えてもらえたら、もっと身近に感じられ

そうです。

◆役場の元職員は議員を辞めてほしい。各職種の代表

が議員になってほしい（漁業、農業、商業など）。

◆若い人（40～50歳）の意見が欲しい。視察としての

旅行はやめてほしい。

◆議員の確保にはある程度の報酬は必要だと思いま

す。定数も適正だと思います。

◆もう少し町民の声を聞いてほしい。表面では活性化

のある町に見えるが町民や高齢者の生活は深刻。

◆無記名で、定期的に郵送で町民の要望や不満を聞い

てほしいです。

◆執行部のイエスマンばかりでは議会の意味がありま

せん。なぜ若者が都会へと流れていくのか仕事がな

いからです。農林水産業の厳しさは限界を越えてい

ます。議論をし、出かけて行って住民の声を聞く議

員になっていくことを願います。

◆20人以上集まればといわず年に一度くらいは議員全

員による地域懇談会を開いてほしいと思います。地

域の実態視察もしてもらえればと思います。

◆高齢化につけて南海トラフ地震を案じて生きるな

か、議員さんに一緒に考えてほしい。やっぱり交わ

りがほしいです。

◆このようなアンケートは必要ないのではないでしょ

うか…。

◆議員の報酬を発表されていて、クリアで良いと思い

ます。もっと若い世代からも議会に興味をもっても

らうべく、アピールしていく媒体など工夫すれば町

全体の活性化につながると思います。

◆何のためのアンケートなのか？具体的でない。この

アンケートに費やす費用の使い方が問題なのでは？

◆今後も人口が減り続ける状況にあると思われる。年

一度くらいは議会全体もしくは地区選出の議員数人

でも住民との対話する場を作ってゆくべき。議会だ

よりは住民の声を記載するコーナーもたまに作って

いくべき。

質問10
中土佐町も含めて議員のなり手不足問題が深刻化しています。その理由はなんだと思いますか。

(複数回答) 

町政への要望

⑴議会に関心がない

⑵議員の仕事に魅力がない

⑶仕事や家庭生活との両立が難しい

⑷報酬が少ない

⑸その他

無記入

187人187人

166人166人

171人171人

40人40人

21人21人

23人23人

質問６
議会だよりを読んでいますか（１つのみ）

議会だより

⑴毎号読んでいる

⑵関心のあるところ

⑶あまり読んでいない

⑷まったく読んでいない

無記入

147人147人

166人166人

63人63人

29人29人

３人３人

質問７
議会だよりに望むことは（複数回答）

⑴町民の声を取り上げる

⑵常任委員会の活動を詳しく

⑶議案審議の中身を詳しく

⑷議員の質問を詳しく

無記入

288人288人

76人76人

114人114人

66人66人

20人20人

質問８
中土佐町の議員定数は12人ですが、

適正だと思いますか。（１つのみ）

議員定数・報酬・なり手不足

⑴多い

⑵適正

⑶少ない

無記入

184人184人

205人205人

８人８人

12人12人

⑴多い

⑵適正

⑶少ない

無記入

102人102人

239人239人

51人51人

16人16人

質問９
中土佐町の議員報酬は月額18万２千円ですが、

適正だと思いますか。（１つのみ）

　自由記載欄に71人からご意見をいただきました。紙面の関係で全部を紹介できませんことをお

詫びします。なお、掲載したものは、文意を変えないよう一部書き変えたものや長い文章を短く

したものがあります。ご理解をお願いします。

　また、議会関係以外のご意見・ご要望につきましては、町当局に伝えておきますことを申し添

えます。
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３月13日と14日の２日間、一般質問が行

われ、８人の議員が福祉、教育、産業な

ど町の諸問題を取り上げました。
金子　裕之 ･････Ｐ15
■地域活動を担う新たな組織・団体を

■子どもたちに町の産業に憧れを

濵田　和昭 ･････Ｐ14
■スペースポート高知への関わりは

■耕作放棄地の維持管理に支援は

中野　大地 ･････Ｐ13
■教員の長時間労働是正の取り組みは

■ファミサポの登録人数は

窪田　和教 ･････Ｐ12
■保育所集団感染のとき保健師派遣を

■商品券事業でデジタルと紙の併用は可能か

山本　建生 ･････Ｐ11
■農業で生活できるサポートは

■外国人労働者の実態は

高橋　雄造 ･････Ｐ９
■町村合併以降の総括と展望は

■楽器の移動搬送時に公用車の使用は可能か

下元　道夫 ･････Ｐ10
■障がい者の就労支援と課題は

■シン・鰹乃國プロジェクトとカツオ漁の振興は

佐竹　敏彦 ･････Ｐ16
■町長は夫婦別姓制度をどう思うか

■子ども議会を開催しては

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたっ

て、町長などに対し疑問点をただし、所信の表

明を求めるものです。

※掲載する「一般質問」は、議員の責任で質問・答

弁を750字以内にまとめたものです。

８人の議員が一般質問８人の議員が一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるＱＲコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になら
れる場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますの
でご注意ください。
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問

旧
大
野
見
村
と
合
併
以

降
、
防
災
対
策
、
産
業
振
興

な
ど
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両

面
で
取
り
組
み
を
さ
れ
た

が
、
人
口
減
少
、
高
齢
者
福

祉
へ
の
対
応
対
策
な
ど
の
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
総
括
と

展
望
は
。

池
田
町
長

い
ろ
い
ろ
な
部
分

で
至
ら
な
か
っ
た
反
省
も
あ

る
が
、
一
体
感
の
醸
成
、
防
災
、

福
祉
な
ど
議
会
の
理
解
を
受

け
各
種
政
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
残
さ
れ
た
任
期
で
こ

れ
ら
の
課
題
に
全
力
で
取
り

組
む
。

問

新
年
度
予
算
を
も
と
に
し

た
中
長
期
的
な
視
野
も
含
め
、

住
民
に
希
望
を
持
た
せ
る
よ

う
な
前
向
き
で
積
極
的
な
行

政
運
営
が
問
わ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
今
後
の
行
政
目
標

は
。

池
田
町
長

町
の
第
３
期
総
合

振
興
計
画
が
完
成
し
た
。
新

年
度
予
算
で
は
、
子
育
て
支

援
事
業
な
ど
引
き
続
き
質
を

上
げ
て
継
続
し
、
新
た
に
遠

距
離
通
勤
支
援
事
業
と
奨
学

金
返
還
の
支
援
を
行
う
。
各

課
全
職
員
に
提
案
を
募
り
政

策
提
言
は
積
極
的
に
施
策
に

取
り
入
れ
て
い
く
。

問

大
野
見
北
地
区
振
興
会
に

あ
る
ス
チ
ー
ル
パ
ン
・
バ
ン

ド
は
、
町
が
関
係
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
演
奏
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
楽
器
の
移
動

輸
送
時
に
、
楽
器
が
大
き
く

て
困
難
を
伴
う
と
き
が
あ

る
。
公
用
車
を
使
用
で
き
な

い
か
。

平
田
総
務
課
長

公
共
的
活
動

を
行
う
町
内
の
団
体
と
し
て

北
地
区
振
興
会
も
含
ま
れ
て

お
り
、
申
請
す
れ
ば
使
用
は

可
能
だ
。

問

演
奏
活
動
時
の
バ
ン
ド
に

対
し
て
補
助
す
る
考
え
は
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

か
つ

お
祭
で
報
償
費
と
し
て
若

干
の
謝
礼
を
し
た
こ
と
は
あ

る
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

し
ん
ま

い
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
場
内
で

使
用
で
き
る
金
券
を
渡
し
て

い
る
。
道
具
を
運
ぶ
と
き
は

職
員
が
手
伝
っ
た
経
緯
が
あ

る
。

楽器の移動搬送時に楽器の移動搬送時に

公用車の使用は可能か公用車の使用は可能か

申請すれば可能申請すれば可能

残
さ
れ
た
任
期
を
全
力
で
取
り
組
む

残
さ
れ
た
任
期
を
全
力
で
取
り
組
む

町
村
合
併
以
降
の
総
括
と

町
村
合
併
以
降
の
総
括
と

展
望
は

展
望
は

高

橋

雄

造

高

橋

雄

造

高橋議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

県
道
窪
川
中
土
佐
線
の

改
良
計
画

大野見青年の家に保管されているスチールパンの楽器
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問

障
が
い
種
別
手
帳
の
交
付

数
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

身
体
障

が
い
者
３
６
２
人
、
精
神
障

が
い
者
６３
人
、
知
的
障
が
い

者
６１
人
に
手
帳
を
交
付
し
て

い
る
。

　
問

就
労
支
援
事
業
所
の
人
数

は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
１１
人
、
よ
ろ
ず
ａ

ｉ
（
あ
い
）
３
人
、
役
場
庁

舎
の
清
掃
に
３
人
、
萬
や
の

弁
当
づ
く
り
４
人
だ
が
、
か

け
も
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
の

で
実
人
員
は
、
１５
人
と
な
っ

て
い
る
。
利
用
者
の
減
少
と

高
齢
化
が
顕
著
に
な
っ
て
お

り
、
障
が
い
者
の
能
力
や
適

性
に
応
じ
た
就
労
の
場
が
必

要
と
感
じ
て
い
る
。

問

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
よ
ろ

ず
ａ
ｉ
で
の
課
題
は
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
施
設
は
季
節
に

よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
上
騒

音
、
粉
じ
ん
が
あ
る
作
業
環

境
だ
。
施
設
の
課
題
は
、
要

望
を
聞
き
対
応
し
て
い
き
た

い
。
よ
ろ
ず
ａ
ｉ
は
、
生
産

量
が
大
幅
に
落
ち
て
い
る
。

日
常
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る

方
も
い
て
必
要
な
製
品
で
あ

る
の
で
今
後
安
価
に
製
品
が

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問

漁
師
か
ら
魚
を
高
く
買
っ

て
高
く
売
る
仕
組
み
を
ど
う

構
築
し
て
い
く
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

魚
価

が
上
が
っ
て
こ
そ
、
漁
業

者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
。
漁
師
が
い
て
こ
そ
漁
業

が
存
続
す
る
。
こ
れ
が
シ
ン
・

鰹
乃
國
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

義
と
考
え
て
い
る
。
漁
師
か

ら
高
く
買
っ
て
高
く
売
る
仕

組
み
を
作
り
、
カ
ツ
オ
を
起

点
と
し
て
複
数
の
産
業
が
付

加
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が

命
題
と
考
え
て
い
る
。

問

他
に
な
い
、
高
品
質
な
商

品
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

ぴ
ん

ぴ
カ
ツ
オ
の
成
果
と
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
。

農
業
視
察
へ
の
支
援
は

問

徳
島
県
小
松
島
市
で
行
っ

て
い
る
高
収
量
・
高
食
味
値

の
作
物
生
産
の
現
地
指
導
を

受
け
る
場
合
に
、
研
修
者
へ

の
支
援
は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

営
農
組

合
な
ど
一
定
数
の
集
団
で
あ

れ
ば
当
然
支
援
の
対
象
と
な

る
。

障がい者の就労支援と障がい者の就労支援と

課題は課題は

地域で働き、経済的自立と社会の地域で働き、経済的自立と社会の
中で役割と生きがいを見いだす中で役割と生きがいを見いだす 下元議員の録画映像は

　　　こちらから

ぴ
ん
ぴ
カ
ツ
オ

捕
れ
た
カ
ツ
オ
を
船
内
で
急

速
冷
蔵
し
、
鮮
度
を
保
つ
仕

組
み
。
ぴ
ん
ぴ
カ
ツ
オ
導
入

の
い
き
さ
つ
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
紹
介
し
た
。

令和７年３月３１日に閉店した鰹乃國のめし家萬や

スラリーアイスで極上のカツオを届けると

決めた漁師の皆さん

スラリーアイスが入ったクーラーボックスに

釣り上げた生きたカツオを入れる

関
係
者
と
情
報
交
換
を
し
て
取
り
組
む

関
係
者
と
情
報
交
換
を
し
て
取
り
組
む

シ
ン
・
鰹
乃
國
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

シ
ン
・
鰹
乃
國
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

カ
ツ
オ
漁
の
振
興
は

カ
ツ
オ
漁
の
振
興
は

下

元

道

夫

下

元

道

夫
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問

人
口
減
対
策
に
は
1
次
産

業
が
大
事
だ
が
、
農
業
、
漁

業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
従
事
者
数

と
年
齢
層
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

専
業
農

家
は
７８
経
営
体
で
、
年
齢
層

は
６０
代
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
。
漁
業
従
事
者
は
、
カ
ツ

オ
船
３４
人
、
マ
グ
ロ
船
６
人

の
合
計
４０
人
だ
が
、
半
数
近

く
は
外
国
の
方
だ
。
沿
岸
で

操
業
し
て
い
る
人
は
７０
代
が

中
心
だ
。

問

農
業
の
新
規
就
農
の
場

合
、
JA
の
資
格
審
査
で
５
０

０
万
円
く
ら
い
の
資
金
が
必

要
と
い
う
こ
と
だ
。
農
業
を

や
り
た
い
人
が
有
機
農
業
を

始
め
た
例
が
あ
る
が
、
い
ろ

い
ろ
な
補
助
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

有
機
農

業
に
つ
い
て
町
独
自
の
支
援

制
度
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
県

は
施
設
園
芸
の
先
進
県
と
い

う
こ
と
で
施
設
園
芸
に
は
支

援
を
し
て
い
る
が
、
有
機
農

業
は
メ
ニ
ュ
ー
が
少
な
い
。

問

中
土
佐
町
で
、
１
次
産
業

で
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い

く
た
め
に
、
自
己
資
金
を
３

０
０
万
円
に
し
て
、
町
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
い
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

資
材
高
騰
に
よ
り
、

新
た
に
ハ
ウ
ス
建
設

し
て
始
め
る
こ
と
は

勧
め
て
い
な
い
。
空

き
ハ
ウ
ス
を
利
用

し
、
品
目
が
同
じ
で

あ
れ
ば
５
０
０
万
円

の
自
己
資
金
が
か
か

ら
な
い
の
で
、
そ
う

い
う
こ
と
を
勧
め
て

い
る
。

問

人
手
不
足
で
、
町
内
で
も

外
国
人
労
働
者
を
見
か
け

る
。
賃
金
が
安
い
と
も
い
わ

れ
る
が
担
当
課
は
実
態
を
把

握
し
て
い
る
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

水
産
業

に
１４
人
、
畜
産
業
に
５
人
と

な
っ
て
い
る
。
住
居
は
雇
用

者
が
用
意
し
、
確
認
で
き
た

限
り
で
最
賃
は
ク
リ
ア
し
て

い
る
。
今
後
も
外
国
人
労
働

者
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る

と
感
じ
て
い
る
。
町
の
支
援

は
現
在
は
な
い
。

小
松
建
設
課
長

町
の
建
設
協

会
加
入
の
１
業
者
に
２
人
の

雇
用
が
あ
る

　
介
護
施
設
へ
の
町
の

　
負
担
は

問

町
内
に
は
介
護
施
設
が
た

く
さ
ん
あ
り
２
０
０
人
く
ら

い
の
雇
用
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。
町
の
負
担
は
あ
る
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

介
護
サ

ー
ビ
ス
費
や
入
所
措
置
費
以

外
に
は
な
い
。

外国人労働者の実態は外国人労働者の実態は

水産業に14人などを雇用水産業に14人などを雇用

空
き
ハ
ウ
ス
の
利
用
を
勧
め
て
い
る

空
き
ハ
ウ
ス
の
利
用
を
勧
め
て
い
る

農
業
で
生
活
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
は

農
業
で
生
活
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
は

レンタルハウスでの三つ葉の栽培（久礼地区）

自己資金で建設した重装備ハウス（上ノ加江地区）

そ
の
他
の
質
問

▼ 

鎌
田
東
地
区
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
工
事

山

本

建

生

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから
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問

保
育
所
で
感
染
を
広
げ
な

い
た
め
に
保
護
者
の
協
力
は

欠
か
せ
な
い
。
診
断
が
つ
く

前
の
発
熱
に
ど
の
よ
う
な
基

準
を
保
護
者
に
示
し
て
い
る

か
。

　
岡
村
教
育
長

保
護
者
に
「
保

育
所
に
お
け
る
感
染
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
抜
粋
を
配
布

し
て
い
る
。
2４
時
間
以
内
に

３８
度
以
上
の
熱
が
出
た
場
合

な
ど
は
連
絡
を
求
め
て
い

る
。
発
熱
が
あ
る
と
き
は
受

診
を
勧
め
て
い
る
。

問

大
野
見
保
育
所
で
は
園
児

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ

ナ
に
感
染
す
る
だ
け
で
な

く
、
職
員
も
感
染
し
た
。
職

員
が
感
染
し
た
場
合
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

か
。

岡
村
教
育
長

今
ま
で
も
職
員

が
不
足
し
た
場
合
は
久
礼
・

大
野
見
の
保
育
所
間
で
相
互

派
遣
す
る
よ
う
な
対
応
を
し

た
。
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
な
い
。

問

保
育
士
は
保
健
衛
生
と
病

児
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、

国
は
保
育
所
に
看
護
師
・
保

健
師
を
配
置
を
す
る
よ
う
通

知
を
し
て
い
る
。
県
内
で
は

35
％
の
保
育
所
で
看
護
師
等

の
配
置
を
し
て
い
る
が
ど
う

か
。

岡
村
教
育
長

人
員
の
確
保
や

給
与
面
で
難
し
い
。

　
問

次
善
の
対
応
と
し
て
、
保

育
所
な
ど
で
集
団
感
染
が
発

生
し
た
と
き
に
町
の
保
健
師

を
派
遣
で
き
な
い
か
。
保
育

窪

田

和

教

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

保育所集団感染のとき保健師保育所集団感染のとき保健師

派遣を派遣を

町の保健師の派遣は可能町の保健師の派遣は可能

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
れ
ば
可
能

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
れ
ば
可
能

商
品
券
事
業
で
デ
ジ
タ
ル

商
品
券
事
業
で
デ
ジ
タ
ル

と
紙
の
併
用
は
可
能
か

と
紙
の
併
用
は
可
能
か

所
の
感
染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
対
応
は
通
常
の

保
育
を
し
な
が
ら
保
育
士
が

全
部
こ
な
す
こ
と
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。

岡
村
教
育
長

健
康
福
祉
課
所

属
の
保
健
師
を
臨
時
的
に
要

請
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。

問

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業

は
、
各
世
帯
に
人
数
分
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
が
送
ら
れ
て
く

る
。
同
じ
世
帯
で
も
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
使
い
、
紙
と
デ
ジ

タ
ル
の
２
つ
の
商
品
券
を
発

行
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な

い
か
。
で
き
な
い
理
由
は
。

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
れ
ば
可

能
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

デ
ー

タ
処
理
の
関
係
で
、
デ
ジ
タ

ル
ま
た
は
紙
の
い
ず
れ
か
に

統
一
し
て
い
る
。
費
用
面
は

あ
る
が
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す

れ
ば
可
能
だ
。

　 

生
活
保
護
受
給
者
に
　

バ
ス
券
を

　
問

65
歳
以
下
の
生
活
保
護
受

給
者
は
日
常
不
可
欠
な
買
い

物
で
も
少
な
い
保
護
費
か
ら

バ
ス
代
を
出
し
て
い
る
。
買

い
物
に
利
用
す
る
無
料
の
バ

ス
券
を
発
行
で
き
な
い
か
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

外
出
支

援
を
以
前
か
ら
検
討
し
て
き

た
が
、
４
月
か
ら
実
施
す
る

方
向
で
予
定
し
て
い
る
。

生活保護受給者が利用しやすくなった路線バス

保育所で遊ぶ子どもたち（大野見保育所）



中土佐町議会だより 中土佐町議会だより No.77（令和７年５月） No.77（令和７年５月） 13

問

国
が
残
業
の
上
限
の
目
安

と
し
て
い
る
月
45
時
間
を
超

え
て
勤
務
し
て
い
る
教
員
は

小
・
中
学
校
で
何
人
い
る
か
。

 岡
村
教
育
長

令
和
６
年
４
月

か
ら
１１
月
ま
で
の
統
計
で
、

小
学
校
９
人
、
中
学
校
９
人

と
な
っ
て
い
る
。

問

勤
務
時
間
内
に
ど
の
く
ら

い
、
翌
日
の
授
業
準
備
の
時

間
が
と
れ
て
い
る
か
。

岡
村
教
育
長

翌
日
の
授
業
準

備
の
た
め
小
・
中
学
校
で
だ

い
た
い
２
時
間
か
ら
４
時
間

程
度
必
要
だ
が
、
勤
務
時
間

中
に
そ
れ
が
で
き
る
か
と
い

う
と
、
ほ
と
ん
ど
取
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。

問

教
員
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
業
務
は
。

岡
村
教
育
長

時
間
外
の
勤
務

で
一
番
多
い
の
は
、
翌
日
の

準
備
、
中
学
校
で
は
部
活
動

だ
。
そ
の
他
に
各
種
報
告
書
、

放
課
後
の
研
修
、
職
員
会
議
、

行
事
、
保
護
者
対
応
な
ど
が

あ
る
。

問

長
時
間
労
働
の
是
正
に
向

け
て
、
町
と
し
て
取
り
組
め

る
こ
と
は
。

岡
村
教
育
長

勤
務
内
容
を
減

ら
す
か
、
教
員
を
増
や
す
か

し
か
な
い
が
、
現
状
の
教
育

現
場
で
は
難
し
い
。
働
き
方

改
革
を
進
め
る
た
め
に
、
本

町
と
し
て
は
、
授
業
中
や
放

課
後
、
教
員
の
業
務
な
ど
を

支
援
す
る
支
援
員
さ
ん
を
８

人
雇
用
し
て
対
応
し
て
い

る
。

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
開
設
す
る
。
子
育

て
の
手
助
け
が
で
き
る
「
ま

か
せ
て
会
員
」
の
確
保
が
大

事
だ
が
、
登
録
人
数
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

会
員
向

け
の
講
習
会
を
行
い
、
全
講

座
を
受
け
た
１０
人
ほ
ど
が
会

員
登
録
予
定
だ
。

問

送
迎
が
主
だ
と
思
う
が
、

ま
か
せ
て
会
員
さ
ん
の
中
で
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
持
っ

て
い
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

辻
本
健
康
福
祉
課
長

ま
か
せ

て
会
員
さ
ん
に
、
レ
ン
タ
ル

で
き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

が
３
台
あ
る
。
今
後
、
会
員

数
が
増
え
、
不
足
が
生
じ
た

場
合
は
、
買
い
足
し
て
対
応

す
る
。

　 

七
浦
不
燃
物
処
理
場
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
更
新

工
事
は

問

七
浦
不
燃
物
処
理
場
の
ト

ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の
場
所
は

今
の
ま
ま
か
。
事
務
所
も
古

く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
一

緒
に
新
し
く
し
て
は
。

池
田
町
長

ど
う
い
っ
た
形
が

い
い
の
か
、
現
場
の
状
況
に

合
わ
せ
て
、
委
託
を
し
て
い

る
シ
ル
バ
ー
会
員
と
も
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

▼ 

部
活
動
の
地
域
移
行

ファミサポのファミサポの

登録人数は登録人数は

まかせて会員がまかせて会員が

1０人登録予定1０人登録予定

支
援
員
を
８
人
雇
用
し
対
応

支
援
員
を
８
人
雇
用
し
対
応

教
員
の
長
時
間
労
働

教
員
の
長
時
間
労
働

是
正
の
取
り
組
み
は

是
正
の
取
り
組
み
は

七浦不燃物処理場のトラックスケール更新工事予定地

中

野

大

地

中

野

大

地

中野議員の録画映像は
　　　こちらから
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問

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
高
知
の

設
立
イ
ベ
ン
ト
に
町
は
参
加

し
た
か
。

今
橋
ま
ち
づ
く
り
課
長

説
明

会
は
ウ
ェ
ブ
で
の
参
加
だ

が
、
時
間
外
の
た
め
業
務
と

い
う
よ
り
も
職
員
の
見
聞
を

広
め
る
と
い
う
目
的
で
の
参

加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

問

高
知
県
内
に
ロ
ケ
ッ
ト
の

離
着
陸
を
行
う
宇
宙
港
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
を
造
ろ
う
と

い
う
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
対
し
て
町
と
し
て
の
関
わ

り
は
。

池
田
町
長

本
当
に
夢
の
あ
る

計
画
だ
。
高
知
県
は
緯
度
的

に
も
南
に
な
り
、
打
ち
上
げ

て
早
く
軌
道
に
の
せ
ら
れ
る

た
め
優
位
性
が
あ
る
が
、
本

町
へ
設
置
の
可
能
性
は
低
い
。

問

中
土
佐
町
に
可
能
性
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
思

う
。
今
後
、
職
員
の
情
報
収

集
や
説
明
会
へ
の
参
加
は
。

池
田
町
長

高
知
県
の
取
り
組

み
と
す
る
と
、
本
町
の
職
員

も
積
極
的
に
そ
う
い
っ
た
場

で
研
修
を
受
け
見
聞
を
深
め

る
こ
と
は
必
要
だ
し
、
ぜ
ひ

行
か
せ
た
い
。

問

耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
な

ど
の
管
理
を
地
域
や
事
業
所

に
委
託
す
る
場
合
に
、
土
地

の
所
有
者
に
支
援
は
で
き
な

い
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

耕
作
放

棄
地
の
維
持
管
理
方
策
が
見

い
だ
せ
な
い
状
況
だ
。
土
地

所
有
者
が
維
持
管
理
す
る
の

が
前
提
の
た
め
、
町
が
独
自

に
耕
作
放
棄
地
へ
の
維
持
管

理
に
支
援
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
全
国
的
な
問
題

な
の
で
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問

農
家
以
外
の
団
体
や
事
業

所
が
維
持
管
理
す
る
の
は
可

能
か
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

農
家
と

十
分
協
議
す
る
必
要
が
あ
る

が
地
域
に
よ
っ
て
は
農
家
以

外
の
方
の
参
画
が
必
要
な
地

域
も
あ
る
の
で
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
地
域
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
先
進
事
例
に
も
な
る
。

問

地
域
や
事
業
所
の
草
刈
機

講
習
会
に
活
用
で
き
る
補
助

は
。

山
﨑
農
林
水
産
課
長

現
状
で

は
、
補
助
制
度
は
な
い
が
、

維
持
管
理
に
対
し
て
前
向
き

な
活
動
を
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
。

スペースポート高知への関わりはスペースポート高知への関わりは

可能性は低い可能性は低い

支
援
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い

支
援
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い

耕
作
放
棄
地
の

耕
作
放
棄
地
の

維
持
管
理
に
支
援
は

維
持
管
理
に
支
援
は

濵

田

和

昭

濵

田

和

昭

濵田議員の録画映像は
　　　こちらから

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
（
宇
宙
港
）

高
知

民
間
有
志
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
施
設
を
県
内
に
造
ろ

う
と
運
動
を
始
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼ 

健
康
福
祉
課
業
務
体
制休耕地や耕作放棄地に繁茂する雑草
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問

人
口
減
少
で
地
域
の
担
い

手
が
不
足
し
て
い
る
が
、
地

域
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る

田
役
や
草
刈
り
な
ど
の
地
区

の
維
持
管
理
の
現
状
と
、
そ

れ
に
対
す
る
解
決
策
は
あ
る

か
。

小
松
建
設
課
長

人
口
減
少
や

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
維
持
管

理
が
困
難
と
な
っ
た
地
区
か

ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
。
将
来
的
に
も
そ
う
い
っ

た
地
区
が
増
え
て
い
く
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。

問

地
域
活
動
を
住
民
同
士
が

支
え
合
っ
て
い
く
た
め
の
組

織
や
団
体
を
作
る
考
え
は
。

池
田
町
長

誰
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
の
か
が
重
要

だ
。
そ
う
い
っ
た
方
が
い
れ

ば
取
り
組
む
価
値
が
あ
る
。

問

町
内
に
は
美
化
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
団
体
が

あ
る
。
住
民
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
を
行
政
が
行
っ
て
い
く
こ

と
で
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補
っ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

い
ろ
い

ろ
な
方
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
手
立
て
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　

問

令
和
６
年
度
の
婚
姻
数
と

出
生
数
は
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

直
近
の

数
値
で
婚
姻
数
８
件
で
出
生

数
は
８
人
だ
。

問

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
中

土
佐
町
で
生
活
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
本
町
の
産
業
を
授

業
に
取
り
入
れ
て
は
。

岡
村
教
育
長

高
校
・
大
学
を

卒
業
し
て
、
中
土
佐
町
に

帰
っ
て
産
業
を
継
い
で
い
る

か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な

い
。
本
町
の
一
次
産
業
を
授

業
に
取
り
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問

中
土
佐
町
に
生
ま
れ
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
、

経
済
的
な
理
由
で
夢
を
諦
め

る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
政
策

は
。

岡
村
教
育
長

新
年
度
か
ら
奨

学
金
支
援
や
返
還
の
支
援
な

ど
を
行
う
予
定
だ
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
若
年
層
が
中
土

佐
町
に
住
み
続
け
た
い
と
い

う
の
が
半
分
し
か
い
な
い
。

中
土
佐
町
で
生
活
し
て
い
た

だ
け
る
政
策
を
続
け
て
い

く
。

子どもたちに町の産業に憧れを子どもたちに町の産業に憧れを

一次産業の授業をやる必要がある一次産業の授業をやる必要がある

リ
ー
ダ
ー
が
い
れ
ば
取
り
組
む
価
値
が
あ
る

リ
ー
ダ
ー
が
い
れ
ば
取
り
組
む
価
値
が
あ
る

地
域
活
動
を
担
う
新
た
な
組
織
・
団
体
を

地
域
活
動
を
担
う
新
た
な
組
織
・
団
体
を

金

子

裕

之

金

子

裕

之

金子議員の録画映像は
　　　こちらから

ふるさと海岸で行われた秋のおもてなし一斉清掃の様子（１０月１６日）

四万十川で行われた一斉清掃の様子（天満宮前キャンプ場付近　４月１０日）
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問

中
土
佐
町
職
員
旧
姓
使
用

取
扱
要
綱
が
制
定
さ
れ
て
い

る
が
、
活
用
し
て
い
る
職
員

は
い
る
か
。

平
田
総
務
課
長

旧
姓
使
用
の

申
し
出
は
な
い
。

問

選
択
的
夫
婦
別
姓
が
実
現

さ
れ
れ
ば
、
戸
籍
事
務
を
取

り
扱
う
市
町
村
の
所
管
に
な

る
。
夫
婦
別
姓
で
な
い
と
い

う
こ
と
で
の
弊
害
の
苦
情
な

ど
、
婚
姻
届
な
ど
の
際
に
そ

う
い
っ
た
声
が
あ
る
か
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

担
当
職

員
か
ら
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

問

法
制
化
さ
れ
る
こ
と
で

の
問
題
点
な
ど
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
し
て
い
る
か
。

黒
岩
町
民
環
境
課
長

具
体
的

な
形
が
国
か
ら
下
り
て
き
て

い
な
い
の
で
、
行
っ
て
い
な

い
。

問

法
律
が
通
れ
ば
、
大
変
な

手
間
と
労
力
、
経
費
が
必
要

に
な
る
。
県
議
会
質
問
で
知

事
は
、
旧
名
字
の
通
称
使
用

の
拡
大
で
打
開
策
が
見
い
だ

せ
る
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

町
長
は
夫
婦
別
姓
制
度
を
ど

う
思
う
か
。

池
田
町
長

こ
の
問
題
は
憲
法

改
正
に
も
匹
敵
す
る
大
き
な

問
題
だ
。
国
会
議
員
、
政
府

が
し
っ
か
り
論
議
し
て
一
定

道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
個
人
的
に
は
い
か
が
な

も
の
か
と
い
う
見
解
だ
。

問

こ
の
ま
ち
を
ど
う
や
っ
た

ら
存
続
で
き
る
か
、
何
が
問

題
か
。
提
案
し
て
実
現
で
き

る
も
の
は
実
現
す
る
、
と
な

れ
ば
子
ど
も
た
ち
に
自
信
が

付
く
し
、
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
気
概
も
生
ま
れ
る
。
議

会
や
政
治
も
肌
で
感
じ
ら
れ

る
。
子
ど
も
議
会
を
開
催
し

て
は
。

岡
村
教
育
長

中
学
生
に
町
の

将
来
の
こ
と
、
政
治
の
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大

変
重
要
で
、
令
和
７
年
度
中

の
実
現
を
目
指
し
た
い
。

町長は夫婦別姓制度をどう町長は夫婦別姓制度をどう

思うか思うか

個人的にはいかがなものかという見解だ個人的にはいかがなものかという見解だ

７
年
度
中
に
実
現
し
た
い

７
年
度
中
に
実
現
し
た
い

子
ど
も
議
会
を

子
ど
も
議
会
を

　
　
　
　

開
催
し
て
は

　
　
　
　

開
催
し
て
は

佐

竹

敏

彦

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから

家族の法制に関する世論調査（令和３年12月調査）

現在の制度である夫婦同姓制度を維持すること、選択的

夫婦別姓制度を導入すること及び旧姓の通称使用につい

ての法制度を設けることについて、あなたはどのように

思いますか。

42.2％

27.0％

28.9％

現在の制度である夫婦同姓

制度を維持した上で、旧姓

の通称使用についての法制

度を設けた方がよい選択的夫婦別姓制度を

導入した方がよい

現在の制度である夫婦同姓制度を維持した方がよい

69.2％69.2％

出典：「家族の法制に関する世論調査（令和３年１２月調査）」（内閣府）

https://survey.gov-online.go.jp/r０３/r０３-kazoku/3_chosahyo.html を

もとにグラフを作成

校則などを議論してきた久礼中学校の生徒総会

そ
の
他
の
質
問

▼ 

乙
巳
の
年

▼ 

少
子
化
・
人
口
減
少
問
題

▼ 

高
知
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ

▼ 

改
正
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
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学
校
給
食
に
使
用
す
る
食

材
は
、
ど
れ
も
高
騰
し
て
い

る
。
4
年
間
で
、
牛
乳
は
1
個

（
２
０
０
㍉
㍑
）
当
た
り
１2
円

上
昇
し
、
年
間
で
約
８７
万
円

の
値
上
が
り
。
給
食
は
、
平
均

一
食
単
価
３
１
２
円
か
ら
３

６
９
円
に
な
っ
て
い
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
献

立
作
成
時
に
品
数
や
量
を
工

夫
し
、
子
ど
も
た
ち
に
必
要

な
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
。
商
品
は
比
較
し
て

良
い
も
の
、
満
足
で
き
る
も

の
を
選
択
し
て
い
る
。

　

中
土
佐
検
定
を
実
施
し
て

い
る
教
育
研
究
所
は
、
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、
3

人
体
制
で
運
営
し
て
い
る
。

検
定
は
、
平
成
2４
年
度
の
試

行
か
ら
１2
年
が
た
ち
、
子
ど

も
た
ち
の
学
力
が
向
上
し
て

い
る
。
結
果
を
分
析
し
加
力

指
導
や
個
別
指
導
に
生
か
し

て
い
る
。
移
転
し
た
こ
と
に

よ
り
、
教
育
問
題
や
不
登
校

支
援
、
学
力
向
上
な
ど
総
合

的
に
取
り
組
め
る
環
境
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
適
応
指
導
教

室
も
運
営
し
、
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
っ
た
、
適
応
状
況

の
改
善
を
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
支
援
体
制
の
強
化
に
な
る

と
感
じ
た
。

　

道
の
駅
な
か
と
さ
の
入
込

み
客
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
落

ち
込
み
か
ら
回
復
し
て
き
て

い
る
。
マ
ル
シ
ェ
の
町
内
産

直
販
物
の
売
上
額
は
伸
び
て

い
る
。
農
水
産
物
の
生
産
者

は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

新
規
の
出
荷
者
も
あ
る
。
販

売
促
進
の
た
め
の
情
報
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で

日
々
発
信
し
て
い
る
。

　

今
後
、
道
の
駅
の
特
徴
を

明
確
に
し
て
具
体
的
な
プ
ラ

ン
を
企
画
す
る
人
材
の
確
保

や
マ
ル
シ
ェ
の
産
直
品
売
り

場
の
拡
充
な
ど
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　

黒
潮
本
陣
は
、
一
昨
年
の

大
規
模
改
修
を
経
て
業
績
は

回
復
し
て
い
る
が
、
日
帰
り

の
団
体
ツ
ア
ー
は
低
迷
し
て

い
る
。
営
業
活
動
で
は
宿
泊

者
の
ネ
ッ
ト
予
約
も
導
入
し

て
い
る
が
、
手
数
料
の
発
生

や
キ
ャ
ン
セ
ル
の
増
加
な
ど

弊
害
も
あ
る
。
従
業
員
に
つ

い
て
は
、
高
齢
化
や
人
材
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

集
客
対
策
と
し
て
料
理
や

サ
ー
ビ
ス
の
マ
ン
ネ
リ
化
を

指
摘
し
た
。

　

３
月
定
例
会
の
初
日
、
総
務
教
育
、
産
業
建
設
民
生
の
各

常
任
委
員
長
、
少
子
化
対
策
特
別
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

道の駅なかとさを調査する産業建設民生常任委員

（１月３１日）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
民
生
常
任
委
員
会

食品高騰　品数や量を工夫食品高騰　品数や量を工夫

学校給食・中土佐検定を調査学校給食・中土佐検定を調査

黒潮本陣　業績回復も課題はある黒潮本陣　業績回復も課題はある

道の駅なかとさ・黒潮本陣を調査道の駅なかとさ・黒潮本陣を調査

学校給食と中土佐検定を調査する総務教育

常任委員（１月２9日）
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1
月
22
日
、
第
14
回
委
員

会
を
開
催
し
、
1
月
2
日
に

行
わ
れ
た
『
二
十
歳
を
祝
う

会
』
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
計
結
果
と
去
年
と
の
違

い
な
ど
を
比
較
検
討
し
た
。

今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

な
り
た
い
、
就
き
た
い
職
業

に
つ
い
て
の
質
問
を
設
け
、

若
者
が
目
指
し
て
い
る
職
業

と
中
土
佐
町
の
産
業
に
つ
い

て
の
結
果
を
参
考
に
調
査
し

た
。

　

2
月
19
日
、
第
15
回
委
員

会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
・
研
究
結
果
を
ま
と
め

る
作
業
に
入
っ
た
。
6
月
定

例
会
に
、
中
土
佐
町
の
少
子

化
対
策
に
関
す
る
提
言
書
を

執
行
部
に
提
出
す
る
。

調査・研究の取りまとめ作業を行う少子化対策特別委員

（２月１9日）

少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

６
月
定
例
会
で
提
言
す
る

６
月
定
例
会
で
提
言
す
る

大型普通建設事業に一定区切り大型普通建設事業に一定区切り

当初予算前年度比６億円の減当初予算前年度比６億円の減
●令和７年度予算編成方針

　一般会計当初予算は、歳入・歳出総額７０億6062

万５千円で前年度比７.９％、6億487万6千円の減

額となる。要因は、久礼小学校長寿命化改修事業

や新美術館建設事業に加え、大型の普通建設事業

に一定の区切りが付いたため。

●応急仮設住宅に関する協定

　高幡圏域内の１市４町（須崎市・梼原町・津野

町・四万十町・中土佐町）と一般社団法人日本ムー

ビングハウス協会の間で、「災害時における応急

仮設住宅である移動式木造住宅の建設に関する協

定」を締結した。

●マイナ保険証

　マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴

い、医療機関の受診や処方された薬の受け取りな

どの際に、被保険者証の利用登録を行った「マイ

ナ保険証」による資格確認を基本とする仕組みに

移行した。

●ファミリーサポートセンターを開設

　ファミリーサポートセンターは、子育ての援助を受け

たい人が「依頼会員」、子育ての手助けをしたい人は

「提供会員」となり、預かりや送迎などさまざまな育

児サポートを行う有償ボランティアの仕組みだ。当面、

事務局は外部委託を予定している。

●新美術館

　今年５月の本体工事完成に向けて順調に推移して

いる。７月１８日に落成の神事、翌１９日にプレオープ

ン、グランドオープンは９月2０日を予定している。

３月定例会で行政報告をする池田町長

議会はどなたでも傍聴するこ

とができます。定例会は、年

４回（ 3 月・６ 月・９ 月・１２月）

開かれます。臨時会議は必要

に応じて開かれます。

　大野見読遊会の

みなさんが傍聴に

来てくれました。
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全会一致の議案

しました。私は、

賛否の分かれた議案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　審議した議案等

窪
田　

和
教

岡　

伊
三
男

下
元　

良
之

高
橋　

雄
造

金
子　

裕
之

濵
田　

和
昭

下
元　

道
夫

山
本　

建
生

中
野　

大
地

佐
竹　

敏
彦

福
永　

守
恭

中
城　

重
則

結
　
果

【 ３月定例会　議案】

議案第１9号
令和 ６年度中土佐町立美術館移転建設工事請負変更契約の締結につ
いて

● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○
否
　
決

【 ３月定例会　議案】 結果

議案第 7号 指定管理者の指定について（中土佐町天満宮前キャンプ場） 可決

議案第 8号 中土佐町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決

議案第 9号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について

可決

議案第10号 中土佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第11号 中土佐町一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第12号
中土佐町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

可決

議案第13号 中土佐町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決

議案第14号
中土佐町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

可決

議案第15号 中土佐町営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例について 可決

議案第16号
中土佐町立縫製関係等共同作業場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につい
て

可決

議案第17号 中土佐町内水面種苗中間育成施設設置条例の一部を改正する条例について 可決

議案第18号 中土佐町企業版ふるさと納税基金条例について 可決

議案第20号 令和 ６ 年度中土佐町一般会計補正予算（第 ９ 号）について 可決

議案第21号 令和 ６ 年度中土佐町国民健康保険特別会計補正予算（第 ４ 号）について 可決

議案第22号 令和 ６ 年度中土佐町介護保険特別会計補正予算（第 ４ 号）について 可決

議案第23号 令和 ６ 年度中土佐町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）について 可決

議案第24号 令和 ７ 年度中土佐町一般会計予算について 可決

議案第25号 令和 ７ 年度中土佐町国民健康保険特別会計予算について 可決

議案第26号 令和 ７ 年度中土佐町介護保険特別会計予算について 可決

議案第27号 令和 ７ 年度中土佐町後期高齢者医療特別会計予算について 可決

議案第28号 令和 ７ 年度中土佐町簡易水道事業会計予算について 可決

議案第29号 令和 ７ 年度中土佐町農業集落排水事業会計予算について 可決

議案第30号 中土佐町立久礼小学校長寿命化改修工事請負変更契約の締結について 可決

議案第31号 中土佐町立久礼小学校長寿命化改修工事（屋内運動場）請負変更契約の締結について 可決

発委第 1号 ガソリン暫定税率の即時撤廃を求める意見書 可決

３ 月定例会第 1回臨時会議 結果

議案第32号 令和 ６ 年度中土佐町立美術館移転建設工事請負変更契約の締結について 可決
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私たちは、こんなことをしています。

議員は何をしゆうが？

≪議長の主な活動状況（令和７年２月～３月）≫
●２月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　５日 高知県後期高齢者医療広域連合との打ち合わせ
　13日 高知県町村議会議長会理事会（高知市／高知県自治会館）
　14日 こうち人づくり広域連合との打ち合わせ
　21日 高幡町村議会議長会臨時総会（高知市／高知県自治会館）
 高知県町村議会議長会第76回定期総会（高知市／高知県自治会館）
　25日 高幡広域市町村圏事務組合との打ち合わせ
　26日 こうち人づくり広域連合組合定例会（高知市／高知県自治会館）
 高知県後期高齢者医療広域連合定例会（高知市／高知県自治会館）
　28日 津野山養護老人ホーム組合議会定例会、高陵特別養護老人ホー

ム組合議会定例会
 一社）奥四万十高知理事会、高幡障害者支援施設組合議会定

例会、高幡広域市町村圏事務組合議会２月定例会
 高幡消防組合議会第162回定例会（須崎市／総合保健福祉センター）
●３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　12日 久礼中学校卒業式　
　21日 久礼小学校卒業式　
　22日 上ノ加江小学校卒業式　
　26日 高幡東部清掃組合議会定例会

≪各議員の出欠状況（令和７年２月～３月）≫

全国町村議会議長会から自治功労者

表彰を受け取る中城議長（２月21日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　
　　日　付　・　会　議　等

窪
田
　
和
教

岡
　
伊
三
男

下
元
　
良
之

福
永
　
守
恭

金
子
　
裕
之

濵
田
　
和
昭

下
元
　
道
夫

山
本
　
建
生

中
野
　
大
地

佐
竹
　
敏
彦

高
橋
　
雄
造

中
城
　
重
則

2 月 1 日 地方議員研究会研修（東京／リファレンス西新宿大京ビル）○

2 月13日 行政視察（宮城県／柴田町役場） ○

2 月17日 議長杯グラウンド・ゴルフ大会 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

2 月19日

少子化対策特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員人権研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○

3 月 3 日

3 月定例会通常会議（ 1日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

3 月 4 日
令和 7年度各会計当初予算精査会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○

3 月 5 日
令和 7年度各会計当初予算精査会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月13日 3 月定例会通常会議（ 2日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月14日
3 月定例会通常会議（ 3日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業建設民生常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月17日
3 月定例会通常会議（ 4日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務教育常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月24日 予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月25日 議長杯パークゴルフ大会 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○

3 月28日

議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月定例会第 1回臨時会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○・・・出席　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　／・・・所属委員等でない
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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大野見奈路グラウンド
２Ｒ　24ホール
大野見奈路グラウンド
２Ｒ　24ホール

グラウンド・ゴルフで
交流
グラウンド・ゴルフで
交流

　２月17日、老連グラウンド・ゴルフ部や社会福祉協

議会の協力のもと「第15回中土佐町議会議長杯グラウ

ンド・ゴルフ大会」が開催されました。議員を含め24

人の皆さんが交流を深めることができました。

　２月17日、老連グラウンド・ゴルフ部や社会福祉協

議会の協力のもと「第15回中土佐町議会議長杯グラウ

ンド・ゴルフ大会」が開催されました。議員を含め24

人の皆さんが交流を深めることができました。
優勝した西村さんを中心に参加者全員で記念写真優勝した西村さんを中心に参加者全員で記念写真

西村　源明さん
スコア【５５】

西村　源明さん
スコア【５５】

優勝

髙橋　利直さん
スコア【５８】

髙橋　利直さん
スコア【５８】

準優勝

下元　千嘉さん
スコア【６０】

下元　千嘉さん
スコア【６０】

第3位

指導に
熱が
入ります

入賞者の皆さんおめでとうございます入賞者の皆さんおめでとうございます

和気あいあいとプレーを楽しむ皆さん和気あいあいとプレーを楽しむ皆さん

しまんとコース・くろしおコース
２Ｒ　36ホール
しまんとコース・くろしおコース
２Ｒ　36ホール

パークゴルフで交流パークゴルフで交流 　３月25日、「第12回中土佐町議会議長杯パーク

ゴルフ大会」を小草ふれあい公園で開催し、22人

の参加者が親睦を深めました。

　３月25日、「第12回中土佐町議会議長杯パーク

ゴルフ大会」を小草ふれあい公園で開催し、22人

の参加者が親睦を深めました。

優勝した畝原さんを中心に参加者全員で記念写真優勝した畝原さんを中心に参加者全員で記念写真

※プレーオフとは…スポーツの試合で、同点や引き分けのときに行う決勝試合。※プレーオフとは…スポーツの試合で、同点や引き分けのときに行う決勝試合。

畝原　敏男さん
スコア【１０５】
※プレーオフ

畝原　敏男さん
スコア【１０５】
※プレーオフ優勝

政岡　建二さん
スコア【１０５】

政岡　建二さん
スコア【１０５】

準優勝

中山　巖さん
スコア【１０６】

中山　巖さん
スコア【１０６】

第3位

入賞者の皆さんおめでとうございます入賞者の皆さんおめでとうございます



No.77（令和７年５月） No.77（令和７年５月）  中土佐町議会だより 中土佐町議会だより 22

り
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発
行
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／
議
長
　
中
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重
則
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
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高
知
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高
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郡
中
土
佐
町
久
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６
３
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電
話
（
０
８
８
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５
２
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２
４
１
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通
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Ｆ
Ａ
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０
８
８
９
）
５
２

‒

４
８
５
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（
直
通
）

き

や

ぶ

つ
　よ
う
や
く
学
校
生
活
も
通
常
に
戻

り
、
私
た
ち
議
員
も
各
学
校
の
卒
業

式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
久
礼
中
学
校
と

上
ノ
加
江
小
学
校
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
も
す
ば
ら
し
い
卒
業
式
で
し
た
。

思
わ
ず
自
分
の
子
ど
も
の
式
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
時

も
今
も
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
変
わ
り
な
く
、
卒
業
し

て
い
く
寂
し
さ
を
見
せ
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り
と
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
進
み
、
自
分
の
目
標
や
未
来
を
見
て
い
る
、
希

望
あ
る
力
強
い
表
情
に
感
じ
と
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
姿
を

感
慨
深
く
見
て
い
る
保
護
者
を
見
て
、
議
員
と
し
て
卒
業

式
に
参
加
し
て
改
め
て
、
各
議
員
が
何
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
か
と
再
確
認
の
場
に
な
っ
た
の
で
は
。

　私
自
身
は
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　今
後
の
活
動
の
力
に
し
て
い
き
た
い
。

濵
田

　和
昭

中
土
佐
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
　
員
　
長

　窪
田

　和
教

副
委
員
長

　山
本

　建
生

委

　
　員

　下
元

　良
之

委

　
　員

　金
子

　裕
之

委

　
　員

　濵
田

　和
昭

委

　
　員

　中
野

　大
地

2

　指
導
歴
は
。

A
　
コ
ー
チ
と
し
て
４
年
、

監
督
と
し
て
11
年
、
合

わ
せ
て
15
年
指
導
し
て

い
ま
す
。

3

　監
督
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
。

A

　前
監
督
か
ら
頼
ま
れ
た

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す

が
、
自
分
自
身
が
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
思
い

が
強
か
っ
た
か
ら
で

す
。

4

　仕
事
と
指
導
の
両
立
は

難
し
い
の
で
は
。

A

　自
営
業
な
の
で
、試
合
が

あ
る
日
は
休
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、練
習
日
に
行
け
な
い

日
も
あ
り
ま
す
。そ
の
時

は
、４
人
の
コ
ー
チ
や
保

護
者
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

5

　ど
の
よ
う
な
指
導
を
心

が
け
て
い
ま
す
か
。

A

　子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
て
困
ら
な
い
よ
う

に
「
あ
い
さ
つ
」
。
し
っ

か
り
と
自
分
の
言
葉
が

相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

「
大
き
な
声
」
。
ど
ん
な

と
き
も
諦
め
ず
頑
張
れ

る

よ

う

に
「
全

力

疾

走
」
。
こ
の
３
つ
を
モ
ッ

ト
ー
に
指
導
し
て
い
ま

す
。

6

　今
後
の
目
標
は
。

A

　子
ど
も
た
ち
が
、
人
か

ら
言
わ
れ
て
動
く
の
で

は
な
く
、
自
発
的
に
動

け
る
よ
う
な
指
導
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
試
合
で
の
勝

ち
負
け
は
、
そ
の
過
程

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
今
号
の
表
紙
）

　今
年
度
の「
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
写
真
の
テ
ー
マ
は「
町

で
が
ん
ば
る
人
た
ち
」で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　久
礼
地
区
で
少
年
野
球

（
久
礼
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
）
の
監

督
を
し
て
い
る
谷
脇
明
信
さ

ん
で
す
。

　
1

　現
在
の
部
員
数
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A

　６
年
生
２
人
、
５
年
生

５
人
、
４
年
生
３
人
、

３
年
生
５
人
、
２
年
生

４
人
、
１
年
生
１
人
、

合
わ
せ
て
20
人
で
す
。

【
取
材
当
時
】

た
に
わ
き
あ
き
の
ぶ


